








Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
生
き
な
が
ら
書
く
明
治
期
一
地
方
青
年
の
生
活
と
｢
文
学｣
木
戸
雄
一
｢
学
問｣
が
立
身
出
世
の
最
大
要
件
と
な
っ
た
明
治
期
、
多
く
の
人
々
が
｢
書
く｣
た
め
の
リ
テ
ラ
シ
ー
獲
得
へ
と
奔
走
し
た
。｢
文
章｣
を
書
く
こ
と
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
た
人
々
の
中
か
ら
、｢
文
学｣
を
書
く
人
々
が
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
。
従
来
、
そ
の
よ
う
な
｢
文
学｣
の
調
査
は
、
主
に
雑
誌
投
稿
の
研
究
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
特
定
の
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
が
読
者
を
形
成
す
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
あ
る
傾
向
を
持
っ
た
集
団
と
し
て
の
読
者
＝
書
き
手
の
解
明
に
貢
献
し
た
と
い
え
る
。
だ
が
、
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
ご
と
に
分
節
化
さ
れ
た
読
者
＝
書
き
手
か
ら
、
さ
ら
に
個
々
の
読
者
＝
書
き
手
の
分
析
に
ま
で
入
り
込
ん
だ
研
究
は
少
な
い
。
個
々
の
読
者
＝
書
き
手
は
、
あ
る
雑
誌
の
読
者
と
し
て
統
一
し
た
像
を
結
ぶ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
む
し
ろ
複
数
の
雑
誌
や
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が
っ
た
読
者
＝
書
き
手
と
い
う
多
元
的
で
重
層
的
な
姿
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、｢
文
学｣
は
そ
の
読
者
＝
書
き
手
に
と
っ
て
、
生
活
の
一
部
で
し
か
な
い
。
彼
ら
の
生
活
の
中
で
｢
文
学｣
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
り
、
書
か
れ
た
｢
文
学｣
に
生
活
は
ど
の
よ
う
な
水
準
で
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。
彼
ら
の
｢
文
学｣
の
多
く
は
決
し
て
投
稿
雑
誌
や
文
壇
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ご
く
私
的
に
、
あ
る
い
は
限
ら
れ
た
仲
間
内
に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
方
が
多
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
消
滅
し
、
あ
る
い
は
い
ず
こ
か
に
埋
没
し
て
い
る
、
印
刷
す
ら
さ
れ
な
か
っ
た
｢
文
学｣
群
は
、
文
学
史
が
対
象
に
す
る
文
学
の
周
囲
に
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
別
の
場
で
、
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
北
川
扶
規
子
は
明
治
期
の
｢
美
文｣
の
流
行
に
つ
い
て
、
生
き
な
が
ら
書
く
六
五
大
妻
国
文
第
50
号
二
〇
一
九
年
三
月
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
明
治
の
美
文
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
和
歌
和
文
の
自
然
観
や
修
辞
が
、
故
郷
を
あ
と
に
し
た
立
志
青
年
達
の
内
面
の
表
現
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
表
現
の
ス
タ
イ
ル
は
、
作
文
の
習
慣
や
韻
律
の
力
を
通
じ
て
、
中
等
教
育
を
受
け
た
青
年
達
全
体
に
広
く
浸
透
し
た
。
美
文
は
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
に
あ
ふ
れ
た
、
ま
た
い
く
ら
か
感
傷
的
な
も
の
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
ま
ち
が
い
な
く
、
ひ
と
つ
の
時
代
の
青
年
の
姿
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
大
量
に
発
行
さ
れ
た
語
彙
や
フ
レ
ー
ズ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
こ
の
よ
う
な
作
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
木
村
毅
の
言
う
、
美
文
の
す
そ
野
の
広
さ
の
現
れ
で
も
あ
っ
た
(
１)
。
こ
の
｢
美
文｣
の
大
半
も
活
字
に
な
る
こ
と
な
く
、
回
覧
誌
や
私
的
な
書
き
物
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
｢
美
文
の
す
そ
野
の
広
さ｣
は
、
和
歌
、
俳
句
、
新
体
詩
と
い
っ
た
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
｢
文
章｣
や
｢
文
学｣
の
す
そ
野
の
広
さ
と
も
大
き
く
重
な
り
合
う
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
構
図
に
よ
る
説
明
は
そ
れ
と
し
て
、
書
き
手
個
人
の
実
際
の
活
動
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
選
者
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
投
稿
作
品
群
か
ら
逆
算
し
て
導
き
出
さ
れ
た
読
者
＝
書
き
手
像
か
ら
、
い
っ
た
ん
ミ
ク
ロ
な
水
準
に
視
座
を
す
え
な
お
す
こ
と
で
、
｢
文
学｣
生
成
の
現
場
の
み
な
ら
ず
、｢
文
学｣
が
書
き
手
個
人
の
生
活
世
界
と
い
か
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。本
稿
は
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
地
方
に
お
け
る
青
年
層
の
言
語
活
動
を
対
象
に
す
る
。
彼
ら
は
民
権
運
動
期
か
ら
民
友
社
、
政
教
社
等
に
よ
る
青
年
層
の
変
革
と
拡
大
の
時
期
を
経
た
次
の
世
代
で
あ
る
。
小
木
曽
旭
晃『
地
方
文
芸
史』
(
一
九
一
〇[
明
治
四
三]
年)
は
一
八
九
八
(
明
治
三
一)
年
か
ら
｢
地
方
文
壇｣
の
記
述
を
始
め
て
い
る
。
今
回
採
り
上
げ
る
の
は
、
福
島
県
耶
麻
郡
関
柴
村
(
現
喜
多
方
市)
で
活
動
し
て
い
た
、｢
作
文
会｣
と
そ
の
後
身
｢
文
学
攻
究
会｣
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
風
間
悌
三
(
一
八
七
九
[
明
治
一
二]
年
〜
一
九
〇
四
[
明
治
三
七]
年)
が
書
い
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
同
会
は
小
六
六
学
校
の
雇
教
師
だ
っ
た
風
間
と
、
同
僚
の
菊
池
研
介
(
一
八
七
八
[
明
治
一
一]
年
〜
一
九
三
〇
[
昭
和
五]
年)
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
『
文
の
友』
『
文
の
千
草』
『
深
山
の
花』
と
い
う
回
覧
誌
を
発
行
し
、
会
員
は
三
十
名
前
後
だ
が
、
活
発
に
活
動
し
て
い
た
の
は
数
名
に
と
ど
ま
る
。
風
間
が
日
露
戦
争
で
戦
死
し
た
後
、
菊
池
は
回
覧
誌
の
綴
り
を
解
い
て
風
間
の
遺
文
を
『
愛
菫
遺
稿』
上
下
二
冊
に
ま
と
め
た
(
２)
。
本
稿
で
は
最
初
に
風
間
の
経
歴
を
明
ら
か
に
す
る
。
生
活
の
中
で
｢
文
学｣
を
書
く
と
い
う
営
み
は
、
書
き
手
の
生
活
史
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
い
で
、
風
間
が
書
い
た
｢
文
学｣
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
和
歌
・
新
体
詩
・｢
美
文｣
・
小
説
を
採
り
上
げ
、
そ
の
創
作
原
理
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
風
間
の
生
活
史
と
｢
文
学｣
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
一
愛
菫
風
間
悌
三
の
経
歴
風
間
悌
三
(
号
は
愛
菫
、
春
峯
、
文
廼
舎
な
ど)
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
菊
池
研
介
に
よ
る
｢
愛
菫
小
伝｣
(『
愛
菫
遺
稿』
上)
に
詳
し
い
。
す
で
に
、
舩
城
俊
太
郎
に
よ
る
全
文
翻
刻
(
３)
が
あ
り
、
次
い
で
木
戸
に
よ
る
『
愛
菫
遺
稿』
上
の
翻
刻
が
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
に
若
干
の
情
報
を
付
け
加
え
て
年
譜
の
形
に
あ
ら
た
め
る
。
一
八
七
九
(
明
治
一
二)
年
一
〇
月
一
五
日
父
坂
下
町
医
師
風
間
昌
郁
、
母
マ
セ
の
二
男
と
し
て
出
生
。
母
は
駒
形
村
常
世
木
村
丑
彦
の
叔
母
。
長
兄
は
喜
一
。
一
八
八
六
(
明
治
一
九)
〜
八
七
(
明
治
二
〇)
頃
八
〜
九
歳
マ
セ
離
婚
。
喜
一
、
悌
三
を
伴
い
駒
形
に
帰
る
。
一
八
八
八
(
明
治
二
一)
一
〇
歳
マ
セ
、
喜
一
、
悌
三
を
連
れ
、
下
柴
村
小
林
久
摩
吉
と
再
婚
。
悌
三
も
小
林
姓
を
名
乗
る
。
継
父
は
翌
年
七
月
町
村
制
に
よ
り
新
た
に
生
ま
れ
た
関
柴
村
の
助
役
と
な
る
。
一
八
九
五
(
明
治
二
八)
年
一
七
歳
三
月
喜
多
方
高
等
小
学
校
卒
業
。
平
林
尋
常
小
学
校
雇
と
な
る
。
生
き
な
が
ら
書
く
六
七
一
八
九
七
(
明
治
三
〇)
年
一
九
歳
四
月
耶
麻
郡
立
准
教
員
養
成
所
入
所
。
一
年
間
学
ぶ
。
菊
池
研
介
(
号
は
風
月
庵
可
香
な
ど)
を
知
り
親
交
を
結
ぶ
。
一
〇
月
継
父
が
関
柴
村
村
長
と
な
る
。
一
八
九
八
(
明
治
三
一)
年
二
〇
歳
教
員
試
験
に
失
敗
し
、
平
林
尋
常
小
学
校
雇
と
な
る
。
そ
の
後
数
回
受
験
す
る
も
、
理
学
の
成
績
が
振
る
わ
ず
失
敗
。
八
月
｢
作
文
会｣
創
立
。
家
庭
の
事
情
で
喜
多
方
東
町
裏
に
｢
侘
住
居｣
。
結
婚
し
長
男
を
得
る
。
一
家
を
起
こ
す
際
に
風
間
に
復
姓
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
一
二
月
親
友
菊
池
研
介
が
応
召
し
仙
台
第
二
師
団
二
十
九
聯
隊
に
入
営
。
一
八
九
九
(
明
治
三
二)
年
二
一
歳
一
二
月
応
召
し
第
二
師
団
二
十
九
聯
隊
に
入
営
。
入
営
中
に
福
島
県
大
沼
郡
玉
梨
出
身
の
舩
城
雄
儀
と
知
り
合
う
。
一
九
〇
一
(
明
治
三
四)
年
二
三
歳
八
月
妻
が
病
没
。
同
じ
頃
長
男
も
死
去
。
一
二
月
菊
池
研
介
軍
役
を
終
え
て
帰
郷
。
一
九
〇
二
(
明
治
三
五)
年
二
四
歳
一
月
｢
作
文
会｣
を
｢
文
学
攻
究
会｣
と
改
称
し
、
回
覧
誌
名
、
規
則
等
を
一
新
す
る
。
一
二
月
軍
役
を
終
え
て
帰
郷
。
平
林
尋
常
小
学
校
代
用
教
員
と
な
る
。
一
九
〇
四
(
明
治
三
七)
年
二
六
歳
二
月
日
露
開
戦
に
よ
り
動
員
。
第
二
師
団
二
九
聯
隊
に
入
る
。
歩
兵
。
菊
池
も
応
召
し
衛
生
隊
に
入
る
。
五
月
継
父
が
孫
操
を
悌
三
の
養
子
と
す
る
。
六
月
鳳
凰
城
で
菊
池
と
再
会
。
一
〇
月
一
一
日
沙
河
の
会
戦
に
参
加
。
三
家
子
の
夜
戦
で
絶
命
。
贈
上
等
兵
八
等
功
七
級
。
風
間
は
幼
く
し
て
母
の
離
縁
と
再
婚
を
経
験
し
た
。
継
父
の
小
林
久
摩
吉
は
関
柴
村
の
助
役
、
そ
の
後
村
長
に
な
っ
た
。『
会
津
五
郡
名
家
鑑』
(
一
八
九
六
[
明
治
二
九]
年
一
二
月
、
誠
進
堂)
に
は
、
助
役
時
代
の
地
租
金
は
一
八
円
五
〇
銭
と
あ
り
、
当
時
の
村
長
に
次
ぐ
納
税
額
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
菊
池
研
介
の
父
研
吾
は
当
時
収
入
役
で
あ
っ
た
が
、
地
租
金
は
一
五
円
五
〇
銭
で
、
小
林
に
及
ば
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、｢
愛
菫
小
伝｣
で
｢
養
家
は
生
計
豊
な
ら
ざ
れ
ば｣
と
あ
る
の
は
解
せ
な
い
。
た
だ
、
母
の
連
れ
子
が
二
人
で
あ
る
こ
と
、
高
等
小
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に
平
林
尋
常
小
学
校
の
授
業
雇
と
し
て
勤
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、｢
家
庭
の
事
情｣
(｢
愛
菫
小
伝｣)
か
六
八
ら
独
立
と
結
婚
に
際
し
て
喜
多
方
東
町
裏
に
｢
侘
住
居｣
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
際
に
悌
三
が
風
間
姓
に
復
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
養
家
か
ら
の
援
助
を
多
く
は
望
め
な
か
っ
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。
む
し
ろ
、
高
等
小
学
校
ま
で
進
学
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
近
隣
に
中
学
校
が
な
く
、
師
範
学
校
進
学
も
極
め
て
狭
き
門
で
あ
っ
た
当
時
の
耶
麻
郡
の
教
育
事
情
か
ら
考
え
れ
ば
、
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
風
間
の
文
章
は
志
を
得
ら
れ
な
い
青
年
の
厭
世
的
気
分
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
複
雑
な
境
遇
か
ら
来
る
風
間
の
自
己
認
識
と
情
念
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
の
文
章
の
立
志
や
厭
世
の
紋
切
り
型
と
の
対
応
も
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
独
立
し
て
か
ら
生
計
が
豊
か
で
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
特
に
徴
兵
は
風
間
の
人
生
の
中
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
結
婚
後
一
年
余
で
徴
兵
さ
れ
、
翌
年
の
八
月
に
は
妻
子
を
失
っ
て
い
る
。
や
は
り
こ
れ
は
徴
兵
に
よ
っ
て
大
黒
柱
を
失
っ
た
新
婚
家
庭
の
悲
劇
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、｢
作
文
会｣
は
一
八
九
八
(
明
治
三
一)
年
か
ら
一
九
〇
四
(
明
治
三
七)
年
ま
で
活
動
す
る
が
、
そ
の
間
一
八
九
八
年
一
二
月
か
ら
一
九
〇
一
(
明
治
三
四)
年
一
二
月
ま
で
菊
池
が
、
そ
し
て
一
八
九
九
(
明
治
三
二)
年
一
二
月
か
ら
一
九
〇
二
(
明
治
三
五)
年
一
二
月
ま
で
風
間
が
入
営
し
た
こ
と
で
、
会
の
中
心
人
物
二
名
が
不
在
と
い
う
状
況
が
続
い
た
。
こ
れ
は
会
の
存
続
に
関
わ
る
不
在
だ
っ
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
風
間
は
予
備
役
か
ら
日
露
戦
争
に
動
員
さ
れ
、
戦
死
に
至
る
。
徴
兵
に
際
し
て
風
間
が
書
い
た
い
く
つ
か
の
文
章
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
の
紋
切
り
型
の
介
入
を
と
も
な
っ
た
、
風
間
の
生
活
＝
人
生
ラ
イ
フ
の
言
語
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
の
章
で
検
討
す
る
。
二
題
詠
的
作
法
と
｢
自
己｣
投
稿
雑
誌
は
公
の
場
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
前
後
の
投
稿
雑
誌
、
例
え
ば
風
間
が
読
ん
で
い
た
『
文
庫』
で
は
、
投
稿
者
は
各
々
得
意
の
ジ
ャ
ン
ル
を
持
ち
、
ま
ず
は
そ
こ
で
名
を
挙
げ
よ
う
と
し
た
。
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
投
稿
す
れ
ば
、
評
で
話
題
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
し
か
し
、
よ
り
私
的
な
場
で
は
、
一
人
の
書
き
手
が
複
数
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が
っ
て
執
筆
す
る
の
は
む
し
ろ
当
た
り
前
だ
っ
た
。
回
覧
誌
な
ど
書
き
手
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
一
人
が
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が
っ
て
執
筆
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
厚
み
に
達
し
な
生
き
な
が
ら
書
く
六
九
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
風
間
は
編
集
を
断
続
的
に
長
く
務
め
た
こ
と
も
あ
り
、｢
作
文
会｣
｢
文
学
攻
究
会｣
の
会
員
の
中
で
も
最
も
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
を
書
い
て
い
る
。
舩
城
論
は
『
愛
菫
遺
稿』
に
採
録
さ
れ
た
風
間
の
文
章
を
｢
新
体
詩
一
三
篇
、
小
説
七
篇
、
和
歌
二
八
首
、
俳
句
五
句
、
盆
踊
り
歌
一
、
雑
文
四
九
篇
(
５)｣
と
分
類
し
て
い
る
。
和
歌
と
新
体
詩
が
多
く
、
小
説
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
こ
れ
は
風
間
が
｢
僕
は
非
常
に
雑
誌
好
き
で
い
つ
も
其
二
三
を
机
上
に
備
へ
之
れ
を
読
ん
で
積
鬱
を
散
ず
る
の
を
無
上
の
快
楽
と
し
て
居
る
然
し
僕
は
あ
ま
り
四
角
張
つ
た
論
文
だ
と
か
い
ふ
の
は
あ
ま
り
好
ま
ん
方
で
、
先
づ
目
の
つ
く
る
所
は
新
体
詩
と
か
和
歌
と
か
、
或
は
小
説
と
か
で
あ
る｣
(｢
成
功
を
読
み
て
感
あ
り｣
『
愛
菫
遺
稿』
下)
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
雑
文
は
い
わ
ゆ
る
｢
美
文｣
の
他
に
、
論
文
、
書
簡
、
古
典
や
文
範
類
の
抜
粋
、
紀
行
文
、
漢
詩
な
ど
が
含
ま
れ
、
こ
の
う
ち
｢
美
文｣
が
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
。
和
歌
は
題
詠
が
中
心
と
み
ら
れ
る
。
題
は
｢
初
春｣
｢
立
春｣
｢
夕
立｣
｢
夏
月｣
｢
蝉｣
｢
郭
公｣
｢
納
涼｣
｢
月｣
｢
月
を
見
て
よ
め
る｣
｢
幽
栖
秋
月｣
｢
雁｣
｢
落
葉｣
｢
夜
思
恋
妹｣
｢
秋
恋｣
｢
虫｣
｢
野
虫｣
｢
松
虫｣
｢
野
路
の
白
菊｣
｢
冬
の
花｣
｢
橋
上
の
霜｣
｢
述
懐｣
｢
美
人｣
｢
楠
正
成｣
な
ど
で
、
伝
統
的
な
も
の
と
詠
史
で
あ
り
、
佐
佐
木
信
綱
『
歌
之
栞』
三
版
(
一
八
九
三
[
明
治
二
六]
年
、
博
文
館)
の
類
題
に
ほ
ぼ
見
出
せ
る
。
旧
派
風
の
和
歌
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
こ
れ
は
特
に
国
文
の
知
識
で
風
間
を
導
く
立
場
に
あ
っ
た
菊
池
が
、
旧
派
の
和
歌
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
関
わ
る
だ
ろ
う
。
風
間
は
菊
池
の
和
歌
に
つ
い
て
｢
君
ガ
和
歌
ニ
熱
心
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
ハ
随
分
古
イ
コ
ト
デ
三
年
以
前
カ
ラ
ダ
サ
ウ
ダ
、
コ
レ
デ
モ
マ
ダ
飽
キ
足
ラ
ズ
マ
ス 
斯
道
ノ
蘊
奥
ヲ
究
メ
ン
ト
、
公
務
ノ
余
暇
喜
多
方
町
ノ
或
ル
歌
家
ヲ
師
ト
シ
研
究
セ
ラ
レ
ツ
ヽ
ア
ル
ト
ノ
事
ダ
、
其
熱
心
ナ
ル
、
感
服
ノ
外
ナ
シ｣
(｢
菊
池
可
香
君｣
『
愛
菫
遺
稿』
下)
と
敬
意
を
持
っ
て
い
た
。
菊
池
は
一
八
歳
か
ら
地
下
歌
人
の
指
導
を
受
け
て
い
た
が
、
風
間
は
歌
人
か
ら
和
歌
の
指
導
を
受
け
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
新
派
和
歌
も
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、｢
君
ハ
斯
ク
モ
熱
心
デ
ア
ル
ガ
新
派
ノ
和
歌
ヲ
厭
ヒ
非
常
ニ
攻
撃
シ
テ
居
ル
、
僕
ガ
先
号
ニ
新
派
ノ
和
歌
ヲ
二
ツ
三
ツ
投
ジ
タ
コ
ト
ガ
ア
ツ
タ
其
時
デ
ア
ル
、
君
カ
ラ
非
常
ノ
忠
告
ヲ
受
ケ
成
程
ト
感
心
シ
タ
バ
カ
リ
デ
ナ
ク
ス
ツ
カ
リ
ヤ
メ
タ｣
(
同
右)
と
、
菊
池
の
批
判
を
受
け
て
断
念
し
て
い
る
。
し
か
し
、
風
間
の
新
派
へ
の
認
識
に
自
己
の
内
的
な
欲
求
に
ふ
さ
わ
し
い
自
由
な
表
現
を
希
求
す
る
と
い
っ
た
文
脈
は
み
ら
れ
な
い
。
新
派
七
〇
に
つ
い
て
風
間
と
菊
池
は
次
の
よ
う
な
問
答
を
交
わ
し
て
い
る
。
一
日
可
香
君
を
平
林
の
寓
居
に
訪
ふ
、
談
偶
々
和
歌
に
及
ぶ
予
い
っ
て
曰
は
く
、
近
来
新
派
と
か
い
っ
て
ヘ
ン
ナ
句
調
の
和
歌
が
流
行
す
る
や
う
だ
が
作
法
で
も
違
ふ
の
か
ネ
、
君
曰
は
く
何
に
別
に
違
っ
た
所
は
な
い
が
、
歌
中
に
漢
語
で
も
英
語
で
も
何
で
(
マ
マ)
入
れ
て
歌
ふ
こ
れ
新
派
の
得
長
と
、
君
は
和
歌
に
堪
能
の
人
、
而
し
て
徒
ら
に
新
派
と
か
な
ん
と
か
世
の
流
行
を
ま
ね
ら
れ
ず
我
国
古
有
の
和
歌
を
研
究
せ
ら
る
実
に
末
頼
母
し
き
歌
人
な
り
、
所
謂
新
派
と
い
ふ
も
の
思
ふ
ま
ゝ
文
認
め
て
君
ゆ
ゑ
に
ポ
ス
ト
へ
半
里
雪
の
夕
ぐ
れ
結
願
の
夕
を
森
に
こ
も
り
つ
ゝ
絵
馬
う
ち
を
れ
ば
春
の
雪
ち
る
、
と
い
ふ
類
の
如
き
か
、
(｢
質
疑
応
答｣
『
深
山
の
花
臨
時
増
刊』
、
一
九
〇
三
[
明
治
三
六]
年
一
月
五
日
(
６))
こ
こ
で
は
、
新
派
の
和
歌
の
特
徴
が
歌
語
な
ら
ぬ
新
奇
な
語
彙
を
使
う
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
、
題
の
｢
本
意｣
に
沿
っ
た
適
切
な
語
彙
の
選
択
と
い
う
評
価
軸
(
７)
は
確
固
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
新
体
詩
で
も
変
わ
ら
な
い
。
風
間
の
新
体
詩
の
｢
冬
の
月｣
｢
春
の
野
辺｣
｢
む
ら
雲｣
｢
蛍
狩
り｣
と
い
っ
た
題
も
、
旧
派
和
歌
の
延
長
線
上
に
彼
の
新
体
詩
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
既
成
の
歌
語
や
詩
語
を
借
用
す
る
方
法
も
同
様
で
あ
る
。
こ
は
夢
中
酔
臥
巫
山
雲
、
覚
未
涙
滴
湘
江
水
湘
江
両
岸
花
木
深
美
人
不
見
愁
人
心
。
な
る
詩
を
読
み
、
材
料
を
取
り
し
も
の
句
の
如
生
き
な
が
ら
書
く
七
一
き
は
諸
詩
よ
り
集
め
し
も
の
な
れ
ば
全
く
章
を
な
さ
ず
、
英
才
な
る
諸
士
幸
に
批
点
を
加
へ
ら
れ
ん
こ
と
を
、
(｢
う
た
ゝ
ね｣
『
愛
菫
遺
稿』
下)
こ
こ
で
風
間
は
、
新
体
詩
を
作
る
に
当
た
っ
て
漢
詩
か
ら
着
想
を
得
、
諸
々
の
詩
か
ら
語
彙
を
寄
せ
集
め
て
い
る
。
風
間
に
と
っ
て
は
和
歌
と
新
体
詩
の
作
法
に
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
右
の
｢
う
た
ゝ
ね｣
は
、
単
に
漢
詩
を
新
体
詩
に
翻
訳
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
夢
枕
に
立
つ
の
は
風
間
の
亡
妻
で
あ
り
、
最
後
は
｢
淋
し
き
閨
の
小
ま
く
ら
に
／
夢
の
名
残
を
留
め
た
る
／
い
と 
か
な
し
き
此
痕
の
／
消
ゆ
る
は
何
時
の
世
な
る
ら
ん
／
悲
し
や
あ
な
と
な
く
声
に
／
さ
む
る
や
暮
の
な
か
空
に
／
は
か
な
き
夢
の
俤
の
／
ま
だ
お
ぼ
ろ
気
に
消
え
や
ら
で
／
山
の
は
し
づ
む
夕
雲
に
／
妹
が
あ
た
り
ぞ
慕
は
る
ゝ｣
と
妻
を
慕
い
つ
つ
閉
じ
ら
れ
る
。
い
わ
ば
漢
詩
と
い
う
｢
本
歌｣
を
ふ
ま
え
て
実
情
を
詠
み
込
ん
だ
新
体
詩
と
い
え
る
。
た
し
か
に
新
体
詩
も
七
五
を
基
調
と
し
て
お
り
文
範
な
ど
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
和
歌
の
よ
う
な
｢
本
意｣
が
構
築
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
条
件
で
｢
諸
詩
よ
り
集
め
し｣
句
を
統
合
す
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
書
き
手
に
と
っ
て
の
実
景
実
情
で
あ
る
。
新
体
詩
は
和
歌
よ
り
も
あ
か
ら
さ
ま
に
自
己
や
そ
の
経
験
を
投
影
し
や
す
い
ジ
ャ
ン
ル
な
の
で
あ
る
。
風
間
の
題
詠
歌
に
も
、
無
論
そ
の
よ
う
な
実
景
実
情
は
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
容
易
に
は
判
断
し
が
た
い
。｢
題
詠
史
に
お
い
て
は
常
に
題
の
本
意
本
情
と
歌
人
の
実
景
実
情
は
共
存
し
つ
つ
か
つ
相
克
を
繰
り
返
し
て
き
た
(
８)｣
の
で
あ
り
、
特
に
題
を
保
持
し
な
が
ら
実
景
実
情
を
重
視
し
た
近
世
の
地
下
和
歌
の
系
譜
に
菊
池
や
風
間
が
連
な
っ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
和
歌
や
新
体
詩
は
、
彼
ら
の
生
活
を
伝
統
的
な
修
辞
を
交
え
つ
つ
う
か
が
わ
せ
る
テ
ク
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
よ
り
重
要
な
の
は
、
風
間
の
和
歌
も
新
体
詩
も
、
と
も
に
自
己
を
基
点
と
す
る
形
式
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
題
詠
に
よ
る
観
念
的
な
作
歌
で
あ
っ
て
も
、
形
式
上
は
自
己
の
五
官
か
ら
感
じ
取
ら
れ
た
実
景
実
情
の
よ
う
に
詠
む
。
新
体
詩
は
｢
本
意｣
と
い
う
規
制
が
な
い
分
、
さ
ら
に
そ
の
度
合
い
が
増
す
。
こ
の
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
詠
み
手
を
行
為
の
主
体
に
擬
し
て
い
る
。
七
二
｢
美
文｣
も
右
の
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
次
の
文
は
和
歌
や
新
体
詩
か
ら
美
文
へ
の
過
渡
的
な
あ
り
よ
う
を
示
し
て
い
る
。
秋
の
夕
、
す
ぐ
風
の
吹
き
渡
る
秋
の
夕
、
月
を
東
の
峯
を
は
な
れ
て
や
ゝ
高
く
、
輝
き
、
雫
も
落
つ
ら
む
と
見
る
ば
か
り
な
る
に
、
松
虫
、
鈴
虫
、
は
た
織
虫
な
ど
の
、
そ
こ
は
か
と
な
く
、
鳴
き
す
だ
く
も
い
と
お
も
し
ろ
し
、
聞
砧
、
更
け
行
く
夜
半
の
さ
び
し
さ
に
、
ふ
と
目
さ
め
し
と
き
、
い
づ
こ
の
乙
女
が
衣
う
つ
音
に
や
、
あ
る
は
高
く
、
あ
る
は
低
く
、
聞
え
、
天
つ
雁
さ
へ
、
な
き
そ
ふ
る
に
ぞ
、
過
ぎ
来
し
こ
と
ゞ
も
、
ま
た
行
く
末
の
こ
と
な
ど
思
ひ
い
で
ら
れ
て
、
す
ゞ
ろ
に
涙
を
催
し
け
る
。
(｢
筆
の
す
さ
び｣
『
愛
菫
遺
稿』
上)
｢
秋
の
夕｣
｢
聞
砧｣
と
い
っ
た
題
は
和
歌
や
新
体
詩
と
同
様
、
旧
派
的
な
題
で
あ
る
。
こ
の
作
に
は
｢
カ
ヽ
ル
調
ノ
合
ハ
ザ
ル
ハ
聞
キ
タ
ク
モ
ナ
イ
ヨ｣
と
い
う
会
員
の
評
が
つ
い
た
。｢
調｣
は
和
歌
の
内
在
的
な
韻
律
や
様
式
を
意
味
す
る
。
風
間
は
こ
こ
で
和
歌
の
題
材
を
散
文
で
書
く
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
さ
ら
に
｢
聞
砧｣
の
文
に
は
｢
過
去
未
来
を
思
ひ
い
で
ら
れ
て
す
ゝ
ろ
に
涙
を
催
し
け
る
と
作
者
も
ま
た
余
の
如
き
不
幸
者
か｣
と
い
う
評
も
つ
い
て
い
る
。
こ
の
評
は
、｢
美
文｣
の
内
容
を
作
者
の
実
体
験
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
し
て
評
者
は
そ
こ
に
自
ら
の
境
遇
と
感
傷
を
重
ね
合
わ
せ
同
情
す
る
。
文
を
ま
る
ご
と
実
景
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
過
去
未
来
の
こ
と
を
思
案
し
て
泣
く
と
い
う
実
情
に
の
み
焦
点
化
し
て
い
る
の
か
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。
修
辞
を
統
合
す
る
の
は
自
己
と
い
う
行
為
主
体
で
あ
り
、
旧
派
的
な
題
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
｢
美
文｣
は
少
な
く
と
も
実
情
に
基
づ
く
｢
自
己
語
り｣
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
同
情
は
、
境
遇
と
内
面
を
想
像
的
に
共
有
し
て
は
い
る
が
、
自
己
の
内
面
を
対
象
化
し
た
の
ち
同
一
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
生
き
な
が
ら
書
く
七
三
も
そ
も
、
こ
の
｢
美
文｣
に
は
対
象
化
し
吟
味
し
う
る
よ
う
な
具
体
的
な
内
面
は
表
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
抽
象
的
な
感
傷
の
言
葉
だ
け
が
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
同
情
は
、
夜
半
に
響
く
砧
打
ち
の
音
と
、
雁
の
音
と
い
う
既
成
の
美
的
な
道
具
立
て
に
沿
っ
た
定
型
的
な
表
現
に
触
発
さ
れ
て
生
じ
た
感
傷
的
な
気
分
で
あ
る
。
感
傷
と
い
う
行
為
の
モ
デ
ル
的
例
示
は
、
感
傷
の
規
則
と
そ
れ
に
と
も
な
う
記
号
を
含
み
込
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
こ
で
は
具
体
的
な
感
傷
の
内
実
を
持
つ
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
読
者
は
感
傷
の
具
体
的
差
異
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
没
入
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
｢
美
文｣
に
は
、
共
感
を
惹
起
す
る
媒
介
と
な
る
な
じ
み
深
い
表
現
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
(
９)
。
風
間
の
｢
美
文｣
は
よ
り
長
い
も
の
に
な
る
と
、
単
な
る
情
景
で
は
な
く
、
特
定
の
情
念
を
そ
の
基
調
に
す
る
。
そ
れ
は
立
志
の
挫
折
へ
の
鬱
屈
で
あ
り
、
亡
妻
へ
の
執
着
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
共
感
を
呼
び
や
す
い
、
紋
切
り
型
の
感
傷
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
虚
構
で
も
な
い
。
自
己
の
経
験
を
既
成
の
表
現
や
構
図
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
、
そ
の
経
験
を
自
ら
も
認
知
し
、
同
時
に
共
感
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
、
風
間
に
と
っ
て
の
｢
文
学｣
で
あ
っ
た
。
三
自
己
を
仮
託
す
る
｢
小
説｣
｢
私
は
生
来
小
説
が
す
き
で
毎
号
掲
載
せ
ら
れ
ん
事
を
希
望
し
て
居
り
ま
す
か
ら｣
(｢
錦
龍
生
君
へ｣
『
愛
菫
遺
稿』
下)
と
自
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
風
間
は
小
説
好
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
和
歌
、
新
体
詩
、｢
美
文｣
の
よ
う
な
自
己
を
基
点
と
し
た
ジ
ャ
ン
ル
の
方
法
は
、
小
説
で
は
た
や
す
く
通
用
し
な
い
。
自
己
に
内
的
焦
点
化
し
た
語
り
を
採
用
す
る
小
説
は
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
顕
在
化
し
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
風
間
は
、
小
説
に
そ
の
よ
う
な
語
り
を
採
用
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
当
時
の
風
間
の
小
説
に
対
す
る
認
識
の
水
準
で
は
、
作
中
人
物
の
性
格
を
設
定
し
、
構
図
と
プ
ロ
ッ
ト
を
定
め
、
そ
の
中
で
の
作
中
人
物
の
行
為
や
内
面
を
想
定
す
る
こ
と
と
、
自
己
を
行
為
主
体
と
し
た
体
験
的
語
り
と
い
う
手
段
と
は
乖
離
し
て
し
ま
う
。
そ
の
と
ま
ど
い
は
風
間
の
最
初
の
小
説
の
末
尾
で
率
直
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
七
四
浅
学
短
才
の
余
思
想
に
乏
し
く
小
説
を
作
ら
ん
と
す
る
が
如
き
は
雲
を
つ
か
む
も
仝
然
に
し
て
満
足
す
る
能
は
ず
と
雖
も
聊
か
感
ず
る
所
あ
り
各
種
の
本
よ
り
熟
語
を
拾
ひ
集
め
以
て
此
拙
小
説
を
草
す
、
(｢
う
き
世｣
『
愛
菫
遺
稿』
上)
風
間
は
、
小
説
を
書
く
た
め
に
｢
各
種
の
本
よ
り
熟
語
を
拾
ひ
集
め｣
と
い
う
な
じ
み
の
方
法
を
使
お
う
と
し
た
。
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
た
｢
う
き
世｣
は
興
味
深
い
破
綻
を
示
し
て
い
る
。
主
人
公
は
二
十
歳
前
後
の
商
業
家
志
望
の
書
生
で
あ
る
。
上
京
を
目
指
し
て
勉
学
に
励
み
、
あ
る
官
立
学
校
に
合
格
し
た
が
、
病
を
得
て
帰
郷
す
る
。
故
郷
で
失
恋
し
、
父
の
墓
前
で
自
ら
の
病
を
侘
び
、
脳
病
の
診
断
を
受
け
て
故
郷
で
｢
見
る
影
も
な
き
雇
教
師｣
と
な
る
。
田
山
花
袋
『
ふ
る
郷』
な
ど
に
連
な
る
立
志
の
挫
折
を
描
い
た
小
説
で
あ
る
。
台
詞
は
口
語
体
、
地
の
文
が
文
語
体
の
雅
俗
折
衷
体
と
み
ら
れ
る
が
、
台
詞
は
括
弧
で
地
の
文
と
区
別
さ
れ
て
は
い
な
い
。
最
初
は
｢
書
見
に
余
念
な
か
り
し
二
十
前
後
の
書
生
あ
り
、
今
し
も
何
事
に
か
感
じ
た
り
け
む
愁
然
と
し
て
眼
を
閉
ぢ
腕
を
拱
み
、
暫
時
は
黙
然
と
し
て
あ
り
し
が｣
と
い
う
よ
う
に
書
生
の
行
為
を
外
側
か
ら
描
写
し
、
そ
の
後
、
書
生
の
心
境
は
長
い
独
白
の
形
で
表
明
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
語
り
が
地
の
文
へ
と
移
行
す
る
際
に
、
語
り
手
は
｢
余｣
と
自
称
す
る
よ
う
に
な
る
。
余
が
目
的
と
す
る
所
は
何
で
あ
る
か
軍
人
か
、
政
治
家
か
、
文
学
者
か
、
工
業
に
も
あ
ら
ね
ば
農
業
に
も
あ
ら
ず
然
ら
ば
…
…
か
然
り
余
は
商
業
を
以
て
処
生
の
法
と
し
立
身
の
道
と
せ
む
之
れ
余
が
遠
大
な
る
目
的
で
あ
る
、
而
し
て
此
精
神
が
余
が
身
を
苦
し
め
る
の
で
あ
る
、
余
は
臥
床
ふ
し
ど
へ
這
入
は
い
り
て
枕
に
就
け
ど
心
臓
の
鼓
動
は
非
常
に
激
し
く
眠
る
と
も
な
く
眠
ら
ず
と
も
な
く
左
思
右
考
と
や
か
く
と
去
て
家
郷
の
こ
と
や
ら
見
ぬ
東
都
の
想
像
や
ら
、
交
る 
胸
間
に
往
来
し
て
居
る
｢
身
を
苦
し
め
る
の
で
あ
る｣
ま
で
は
書
生
の
独
白
だ
が
、
傍
線
部
｢
余
は
臥
床
へ
這
入
て｣
以
下
は
、｢
余｣
と
い
う
語
り
手
が
小
説
全
体
を
生
き
な
が
ら
書
く
七
五
統
御
す
る
語
り
手
に
転
位
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
も
｢
彼
は｣
と
人
称
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
す
ぐ
に
長
い
独
白
や
心
内
語
に
移
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
小
説
は
自
己
の
体
験
的
語
り
を
行
う
｢
美
文｣
と
ほ
と
ん
ど
差
異
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
他
の
作
中
人
物
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
す
ら
覚
束
な
い
。
し
か
も
こ
の
主
人
公
の
書
生
は
、
立
身
に
失
敗
し
て
故
郷
で
｢
見
る
影
も
な
き
雇
教
師｣
と
な
る
。
こ
の
正
教
員
な
ら
ぬ
｢
雇
教
師｣
は
風
間
の
境
遇
と
重
な
る
。
立
身
を
目
指
し
て
官
立
学
校
に
合
格
し
て
上
京
す
る
と
い
う
成
功
者
が
、
失
敗
し
て
故
郷
で
｢
雇
教
師｣
に
な
る
と
い
う
展
開
は
、
風
間
の
願
望
が
実
現
す
る
夢
と
、
現
状
へ
の
失
望
が
物
語
と
し
て
展
開
し
て
い
る
と
も
読
め
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
く
ま
で
こ
の
｢
雇
教
師｣
と
い
う
境
遇
は
虚
構
の
中
の
設
定
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
認
識
論
的
に
は
正
し
い
。
し
か
し
、
自
己
の
体
験
的
な
語
り
と
い
う
形
で
し
か
｢
文
学｣
を
書
い
て
こ
な
か
っ
た
書
き
手
の
小
説
テ
ク
ス
ト
を
、
書
き
手
の
認
知
的
な
経
験
と
い
う
観
点
で
と
ら
え
よ
う
と
し
た
場
合
、
そ
れ
を
独
立
し
た
虚
構
と
し
て
の
み
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
適
切
だ
ろ
う
か
。
風
間
の
伝
記
情
報
と
照
ら
し
あ
わ
せ
た
と
き
、
｢
熟
語
を
拾
ひ
集
め｣
て
小
説
を
書
く
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
必
ず
し
も
自
己
に
ま
つ
わ
る
現
実
と
無
縁
の
テ
ク
ス
ト
を
紡
ぐ
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
風
間
の
小
説
の
中
で
は
、
作
中
人
物
の
長
い
語
り
や
心
内
語
が
、
作
中
人
物
の
行
為
や
会
話
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
｢
一
片
の
述
懐｣
(『
愛
菫
遺
稿』
下)
は
、
土
佐
出
身
の
書
生
が
、
攘
夷
派
の
墓
前
で
｢
石
碑
に
向
つ
て
演
説
す
る
が
如
き
調
子｣
で
自
己
の
考
え
を
述
べ
続
け
る
。｢
自
由
主
義
者｣
の
好
む
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
書
生
は
、
し
か
し
自
由
主
義
を
演
説
す
る
の
で
は
な
い
。
彼
が
唱
え
る
の
は
ひ
た
す
ら
現
状
を
打
破
す
る
｢
勇
気｣
の
必
要
で
あ
る
。
国
の
発
展
の
た
め
と
い
う
大
義
名
分
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
｢
勇
気｣
と
い
う
個
人
的
な
行
動
規
範
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、｢
涙
の
雫｣
(『
愛
菫
遺
稿』
下)
は
｢
学
才
が
あ
る
か
ら
其
を
鼻
に
か
け
て｣
い
る
と
誤
解
さ
れ
た
こ
と
を
怨
み
、
故
郷
を
出
て
勉
学
に
い
そ
し
む
友
人
達
を
羨
み
、
故
郷
の
閉
塞
感
を
嘆
く
｢
少
年｣
の
｢
嘆
声｣
が
続
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
小
説
は
風
間
が
主
人
公
に
自
己
を
仮
託
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
風
間
が
作
中
人
物
に
な
り
き
っ
て
い
る
の
か
、
風
間
の
｢
自
己
語
り｣
が
作
中
人
物
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
の
か
の
区
別
は
、
こ
こ
で
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
直
接
の
｢
自
己
語
り｣
で
は
な
く
、
七
六
作
中
人
物
に
自
己
を
い
っ
た
ん
置
き
換
え
つ
つ
、
そ
の
人
物
の
語
り
が
風
間
の
生
活
世
界
の
中
で
の
意
見
や
情
念
と
重
な
る
形
で
前
面
に
出
て
く
る
。
こ
こ
に
は
と
き
に
現
状
か
ら
の
脱
出
を
志
向
す
る
変
身
が
あ
り
な
が
ら
、
な
お
か
つ
自
己
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
紐
帯
が
保
持
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
｢
吾
家
の
燈
火｣
(『
愛
菫
遺
稿』
下)
の
主
人
公
は
｢
地
位
の
低
い｣
小
学
校
の
教
師
と
し
て
｢
侮
蔑｣
さ
れ
、｢
薄
給
に
甘
ん
じ｣
て
い
る
。
彼
は
そ
の
境
遇
を
｢
自
己
の
意
気
地
の
な
い｣
こ
と
に
帰
し
、｢
煩
悶｣
の
後
、
年
老
い
た
父
母
を
置
い
て
｢
脱
走｣
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。『
惨
風
悲
雨
世
路
日
記』
を
模
倣
し
た
出
奔
の
場
面
が
描
か
れ
、
四
年
後
に
年
俸
八
百
円
の
師
範
学
校
教
諭
と
し
て
立
身
出
世
を
果
た
す
。
風
間
は
『
世
路
日
記』
の
主
人
公
を
模
倣
し
な
が
ら
、
小
学
校
の
雇
教
師
と
し
て
の
自
己
の
境
遇
か
ら
の
脱
出
と
上
昇
を
夢
見
る
。
自
己
そ
の
も
の
を
語
る
の
で
は
な
く
、
何
か
に
な
り
き
る
こ
と
で
自
己
を
語
る
＝
騙
る
こ
と
が
、
風
間
の
小
説
の
原
理
で
あ
り
、｢
美
文｣
同
様
、
自
己
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
四
｢
高
等
小
学
校
卒
教
員｣
と
徴
兵
｢
吾
家
の
燈
火｣
で
見
ら
れ
る
小
学
校
教
員
と
い
う
地
位
へ
の
低
い
評
価
は
、
作
中
人
物
が
授
業
雇
あ
る
い
は
准
教
員
と
い
う
地
位
だ
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
。
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
風
間
は
、
師
範
学
校
の
門
戸
の
狭
さ
に
よ
っ
て
慢
性
化
し
て
い
た
福
島
県
の
小
学
校
教
員
不
足
を
補
う
た
め
の
｢
雇｣
の
教
員
だ
っ
た
( )
。
制
度
上
は
そ
こ
か
ら
准
教
員
講
習
科
を
へ
て
免
許
状
試
験
を
受
け
て
准
教
員
、
さ
ら
に
六
ヶ
月
の
講
習
か
、
師
範
学
校
簡
易
科
に
合
格
し
二
年
で
卒
業
す
る
と
、
尋
常
小
学
校
の
正
教
員
ま
で
に
は
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
尋
常
師
範
学
校
の
狭
き
門
を
突
破
し
て
四
年
で
卒
業
す
れ
ば
高
等
小
学
校
の
正
教
員
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
等
小
学
校
卒
業
の
教
員
と
、
師
範
学
校
出
の
教
員
に
は
地
位
と
俸
給
に
超
え
ら
れ
な
い
壁
が
あ
る
。｢
吾
家
の
燈
火｣
の
、
出
奔
し
て
刻
苦
勉
励
し
、
四
年
後
に
年
俸
八
百
円
の
師
範
学
校
教
諭
と
し
て
立
身
出
世
を
果
た
す
と
い
う
展
開
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、
そ
の
成
功
譚
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
高
等
小
生
き
な
が
ら
書
く
七
七
学
校
卒
教
員
と
い
う
地
位
に
は
、
そ
こ
か
ら
の
非
常
な
脱
出
を
夢
想
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
の
閉
塞
感
が
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
も
風
間
自
身
は
准
教
員
免
許
の
試
験
に
挫
折
し
、
菊
池
を
は
じ
め
、
会
員
の
幾
人
か
が
准
教
員
、
講
習
科
、
簡
易
科
と
い
っ
た
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
の
｢
美
文｣
や
小
説
に
頻
繁
に
現
れ
る
立
志
へ
の
望
み
と
自
ら
の
｢
勇
気｣
の
欠
如
へ
の
焦
燥
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。｢
親
し
き
友
に
寄
す
る
文｣
(『
愛
菫
遺
稿』
上)
は
書
簡
文
で
あ
り
、
本
来
は
文
章
の
手
習
い
だ
が
、
樋
口
一
葉
の
『
通
俗
書
簡
文』
(
一
八
九
六
[
明
治
二
九]
年)
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
一
篇
の
書
簡
体
小
説
と
し
て
も
読
め
る
。
貴
君
と
別
れ
し
よ
り
は
日
々
農
業
に
従
事
致
し
居
り
多
忙
の
身
何
ら
閑
を
得
難
く
朝
は
月
を
踏
ん
で
野
に
出
で
夜
は
星
を
戴
い
て
家
に
帰
る
を
常
と
致
し
居
り
候
、
固
よ
り
浅
学
短
才
な
れ
ど
も
世
界
の
何
物
た
る
を
解
せ
ざ
る
の
一
寒
生
な
れ
ど
も
学
に
在
り
し
時
は
聊
か
為
さ
ん
と
す
る
希
望
も
懐
き
て
あ
り
し
が
家
貧
に
し
て
到
底
許
多
の
学
資
を
仰
ぐ
能
は
ず
已
む
な
く
一
掬
の
紅
涙
を
呑
ん
で
中
途
廃
学
致
し
候
、
出
郷
し
た
友
人
に
向
け
て
廃
学
せ
ざ
る
を
え
な
い
自
分
の
身
を
か
こ
つ
と
い
う
設
定
は
、
風
間
の
文
章
に
た
び
た
び
表
れ
る
。
特
に
、
親
友
の
菊
池
が
仙
台
に
入
営
し
て
か
ら
は
、
菊
池
に
向
け
た
手
紙
も
た
び
た
び
回
覧
誌
上
に
発
表
し
て
い
る
。
風
間
は
回
覧
誌
上
で
最
も
活
発
に
質
疑
し
、
ま
た
古
典
な
ど
の
本
文
の
転
載
を
菊
池
ら
に
求
め
た
。
行
き
止
ま
り
の
地
位
で
し
か
も
仲
間
に
後
れ
を
取
っ
た
こ
と
へ
の
焦
慮
と
閉
塞
感
は
、
風
間
を
文
章
や
知
識
の
研
鑽
へ
と
駆
り
立
て
、
そ
し
て
鬱
屈
し
た
情
念
を
吐
露
す
る
｢
文
学｣
の
旺
盛
な
執
筆
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
閉
塞
感
は
彼
の
小
説
の
作
中
人
物
に
、
教
員
と
は
異
な
る
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
選
ば
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
最
初
の
小
説
｢
う
き
世｣
の
主
人
公
や
｢
南
柯
の
一
夢｣
(『
愛
菫
遺
稿』
上)
の
主
人
公
は
商
業
家
志
望
で
あ
る
。｢
南
柯
の
一
夢｣
の
主
人
公
は
か
な
わ
ぬ
恋
に
悩
み
無
気
力
に
陥
っ
て
い
る
が
、『
文
庫』
八
巻
二
号
(
一
八
九
八
[
明
治
三
一]
年
一
月)
掲
載
の
横
瀬
夜
雨
｢
尾
上
の
月｣
、
葉
末
露
子
、
溝
口
春
翠
ら
の
新
体
詩
を
評
し
合
う
一
方
で
、
友
人
か
ら
『
帝
国
立
志
編』
『
実
業
家
百
傑
伝』
の
松
本
重
太
郎
、
古
河
市
兵
衛
を
見
習
え
と
励
ま
さ
れ
る
。
夜
雨
の
詩
を
｢
絶
唱｣
と
感
嘆
す
る
主
人
公
は
、｢
文
学｣
の
効
用
を
鬱
屈
し
た
情
念
の
吐
露
に
あ
る
と
み
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
七
八
れ
は
立
志
と
相
補
的
な
関
係
に
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
風
間
は
｢
成
功
を
読
み
て
感
あ
り｣
(『
愛
菫
遺
稿』
下)
で
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
ら
の
経
歴
談
に
感
激
し
、
そ
こ
か
ら
｢
厭
世｣
の
否
定
と
｢
楽
天｣
の
必
要
と
い
う
教
訓
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
文
学
を
愛
好
す
る
｢
文
学
青
年｣
像
対
｢
実
業｣
に
向
か
う
青
年
像
と
い
っ
た
対
立
構
図
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
、
可
能
態
と
し
て
の
｢
文
学｣
青
年
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
風
間
に
と
っ
て
｢
商
業
家｣
の
可
能
性
は
さ
し
あ
た
り
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。｢
南
柯
の
一
夢｣
は
｢
夢｣
と
い
う
設
定
だ
っ
た
が
、
物
語
上
｢
夢｣
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
。｢
夢｣
は
主
人
公
を
夢
の
内
と
外
に
二
重
化
す
る
が
、｢
夢｣
の
外
の
主
人
公
は
最
後
の
落
ち
に
だ
け
登
場
し
、
こ
の
小
説
が
｢
夢｣
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
だ
け
の
役
割
し
か
な
い
。｢
夢｣
と
い
う
設
定
に
し
て
し
ま
う
の
は
、｢
夢｣
の
外
の
主
人
公
と
自
己
を
同
一
化
し
、
一
方
で
｢
夢｣
の
内
の
主
人
公
に
な
り
き
る
こ
と
で
、
自
己
の
人
生
の
複
数
の
可
能
性
(
商
業
家
・
良
家
の
令
嬢
と
の
か
な
わ
ぬ
恋)
を
疑
似
体
験
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
だ
が
、｢
夢｣
の
内
の
主
人
公
の
悩
み
や
友
人
の
激
励
は
、
風
間
の
｢
美
文｣
に
頻
出
す
る
忍
ぶ
恋
や
立
志
の
自
己
語
り
と
の
区
別
が
難
し
い
。
風
間
の
小
説
は
、
現
実
と
は
異
な
る
境
遇
の
疑
似
体
験
で
あ
り
な
が
ら
、
現
在
の
自
己
の
境
遇
に
根
差
し
た
語
り
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
体
験
的
語
り
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
風
間
の
題
材
の
貧
困
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
風
間
に
と
っ
て
の
小
説
は
、
自
己
を
仮
託
す
る
媒
体
で
あ
っ
た
。｢
商
業
家｣
志
望
の
書
生
に
な
り
き
っ
て
し
ま
う
カ
タ
ル
シ
ス
は
そ
こ
に
は
な
い
。
自
己
を
構
成
す
る
と
自
認
す
る
任
意
の
要
素
を
、
作
中
人
物
に
転
移
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
虚
構
を
可
能
世
界
化
す
る
契
機
と
す
る
こ
と
は
、
風
間
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
風
間
の
短
い
生
涯
に
お
い
て
最
も
大
き
な
、
そ
し
て
彼
の
生
涯
に
影
響
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
徴
兵
で
あ
っ
た
。
菊
池
が
応
召
し
た
期
間
も
含
め
れ
ば
四
年
の
間
、
親
友
や
妻
子
と
別
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
風
間
に
と
っ
て
最
初
の
出
郷
体
験
で
あ
り
、
し
か
も
徴
兵
さ
れ
て
一
年
余
で
妻
子
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
四
年
間
の
風
間
の
作
品
か
ら
は
二
つ
の
傾
向
が
見
出
せ
る
。
一
つ
は
｢
帰
省｣
や
同
僚
兵
士
ら
と
の
連
帯
を
確
認
す
る
物
語
や
記
事
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
女
と
の
別
離
の
物
語
で
あ
る
。
｢
予
の
生
活｣
(『
愛
菫
遺
稿』
下)
は
、
兵
営
の
日
常
を
報
告
し
た
文
章
で
あ
る
。
生
き
な
が
ら
書
く
七
九
練
兵
後
＝
は
サ
ア
こ
れ
か
ら
が
予
輩
の
暇
で
あ
る
、
班
に
居
る
多
く
の
も
の
は
火
鉢
を
擁
し
て
、
思
ひ 
の
雑
談
に
面
白
く
、
可
笑
く
、
暮
ら
し
て
居
る
、
実
に
愉
々
快
々
で
あ
る
(
中
に
は
二
三
の
勉
強
家
も
見
え
る
が)
、
が
予
は
さ
う
い
ふ
わ
け
で
は
い
か
ぬ
、
ず
ゐ
ぶ
ん
む
だ
く
ち
も
た
ゝ
く
が
決
し
て
予
の
本
意
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
す
ぐ
に
英
文
典
や
、
読
本
の
勉
学
に
か
ゝ
る
と
い
ふ
マ
ア
勉
強
家
を
気
取
つ
て
居
る
の
だ
、
じ
ぶ
ん
か
ら
、
予
が
此
愉
快
極
ま
る
生
活
中
に
あ
つ
て
只
管
勉
学
家
然
た
る
所
以
の
も
の
は
何
の
故
だ
、
こ
れ
胸
中
に
聊
か
期
す
る
所
が
あ
る
か
ら
だ
、
し
か
し
失
望
、
落
胆
て
ふ
悪
魔
が
、
時
々
予
の
身
辺
を
襲
ひ
て
予
の
希
望
を
妨
害
し
や
う
と
す
る
、
こ
の
悪
魔
の
た
め
に
心
は
や
ゝ
動
く
が
す
ぐ
な
ん
だ
馬
鹿
ナ
…
…
と
自
身
で
自
身
を
叱
す
る
愉
快
に
楽
し
む
同
世
代
の
青
年
の
中
で
、
一
人
刻
苦
勉
励
す
る
立
志
青
年
と
い
う
図
、
そ
し
て
こ
の
後
で
｢
芙
氏
自
叙
伝｣
(
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
伝)
の
一
節
を
｢
熟
思｣
す
る
青
年
像
は
、
一
八
九
〇
年
代
の
立
志
小
説
そ
の
ま
ま
の
立
志
青
年
の
類
型
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
都
会
の
遊
学
先
で
は
な
い
。
立
志
に
よ
る
出
郷
先
は
、
こ
こ
で
は
徴
兵
に
よ
る
仙
台
の
兵
営
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。｢
一
日
の
清
遊｣
(『
愛
菫
遺
稿』
下)
で
は
、
兵
営
の
同
僚
た
ち
と
、
青
葉
城
界
隈
で
探
検
を
兼
ね
た
遠
足
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
、
生
き
生
き
と
記
さ
れ
て
い
る
。
遊
学
青
年
同
士
の
連
帯
と
交
際
の
情
景
が
、
兵
営
内
に
そ
の
ま
ま
転
写
さ
れ
る
。
兵
営
で
舩
城
雄
儀
と
い
う
文
学
仲
間
も
得
た
。
兵
役
が
終
わ
る
と
と
も
に
、
舩
城
は
｢
文
学
攻
究
会｣
会
員
と
し
て
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
る
( )
。
立
志
青
年
の
物
語
が
風
間
の
兵
営
生
活
を
代
替
表
象
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
現
実
の
体
験
と
は
切
り
離
さ
れ
た
｢
ご
っ
こ
遊
び｣
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
風
間
の
中
で
現
実
の
体
験
と
し
て
息
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
兵
営
か
ら
の
帰
省
の
物
語
も
、
遊
学
青
年
の
帰
省
と
置
き
換
え
ら
れ
る
。｢
帰
省｣
(『
愛
菫
遺
稿』
下)
は
、｢
一
、
想
郷｣
｢
二
、
発
達｣
｢
三
、
家
庭｣
｢
四
、
別
離｣
と
展
開
す
る
。
明
ら
か
に
宮
崎
湖
処
子
『
帰
省』
に
連
な
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
前
半
の
｢
美
文｣
と
し
て
の
紀
八
〇
行
文
と
後
半
の
家
族
と
の
再
会
と
別
れ
も
ま
た
、『
帰
省』
に
そ
く
し
た
紋
切
り
型
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
兵
営
か
ら
の
帰
省
で
あ
り
、
湖
処
子
の
そ
れ
と
は
条
件
が
異
な
る
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
見
逃
せ
な
い
の
は
、
こ
の
｢
帰
省｣
が
妻
子
の
存
在
あ
る
い
は
死
を
抹
消
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
湖
処
子
の
『
帰
省』
の
主
人
公
は
遊
学
修
行
中
の
未
婚
青
年
で
あ
り
、
故
郷
の
恋
人
に
ふ
さ
わ
し
い
立
身
出
世
を
果
た
す
こ
と
が
、
彼
を
再
び
東
京
へ
と
向
か
わ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。
風
間
の
｢
帰
省｣
は
妻
子
が
い
る
、
あ
る
い
は
い
た
と
い
う
事
実
よ
り
も
、
帰
省
す
る
遊
学
青
年
に
な
り
き
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
て
い
る
か
に
み
え
る
。
こ
の
理
由
を
帰
省
物
語
の
慣
性
の
み
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
妻
子
を
抹
消
す
る
ほ
ど
、
そ
の
徴
兵
体
験
を
あ
こ
が
れ
の
遊
学
体
験
に
見
立
て
た
い
欲
求
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
そ
れ
を
埋
め
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
女
と
の
別
離
が
抒
情
的
に
書
か
れ
て
い
く
。
小
説
｢
理
想
の
少
女｣
(『
愛
菫
遺
稿』
下)
は
、
東
京
に
遊
学
し
た
青
年
が
、
東
京
育
ち
の
従
妹
に
帰
省
を
引
き
留
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
振
り
切
っ
て
故
郷
の
な
つ
か
し
い
恋
人
に
会
う
と
い
う
話
で
あ
り
、
小
説
｢
哀
れ
此
夕｣
(『
愛
菫
遺
稿』
下)
は
｢
こ
は
或
る
女
が
破
鏡
の
恨
を
か
こ
つ
と
い
ふ
こ
と
を
き
ゝ
心
に
感
ぜ
し
ま
ゝ
書
き
し
る
し
て
同
情
を
表
し
ぬ｣
と
い
う
前
置
き
と
と
も
に
、
嫁
姑
の
不
和
か
ら
離
縁
す
る
若
夫
婦
の
会
話
を
立
ち
聞
き
す
る
と
い
う
小
説
で
あ
る
。｢
あ
は
れ
亡
妹｣
(『
愛
菫
遺
稿』
下)
は
、
最
も
直
接
的
に
亡
妻
を
悼
む
｢
美
文｣
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
と
の
別
離
を
描
い
た
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
に
も
見
逃
せ
な
い
欠
落
が
あ
る
。
そ
れ
は
亡
子
の
存
在
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
も
直
接
的
に
妻
を
偲
ぶ
｢
あ
は
れ
亡
妹｣
で
は
、
妻
は
｢
我
が
妹｣
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
妻
を
指
す
歌
語
と
も
、
妹
と
も
と
れ
る
。
歌
語
に
よ
る
和
歌
的
世
界
を
構
築
し
、
そ
の
中
で
死
別
す
る
恋
人
同
士
と
い
う
類
型
的
な
悲
劇
の
人
物
に
な
り
き
る
こ
と
が
、
や
は
り
こ
の
｢
美
文｣
に
お
い
て
も
優
先
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
会
員
の
評
は
｢
我
が
妹｣
を
亡
妻
と
す
る
も
の
と
亡
妹
と
す
る
も
の
と
に
別
れ
た
。
和
歌
的
な
修
辞
を
使
い
な
が
ら
虚
構
に
自
己
の
現
実
を
仮
託
す
る
方
法
は
、
読
者
に
現
実
と
虚
構
の
二
つ
の
解
釈
の
可
能
性
を
与
え
た
と
い
え
る
。
風
間
の
創
作
原
理
の
二
重
性
が
評
を
通
し
て
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
現
れ
た
例
は
ほ
か
に
な
い
。
徴
兵
と
い
う
体
験
と
妻
子
の
死
と
い
う
代
償
は
、
立
志
青
年
の
物
語
と
、
恋
人
と
の
別
離
の
物
語
に
分
有
さ
れ
る
。
風
間
の
｢
文
学｣
は
生
活
を
そ
の
ま
ま
映
し
出
す
鏡
で
は
な
い
。
自
ら
の
生
活
の
認
知
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
願
望
に
よ
る
錯
視
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
既
存
の
生
き
な
が
ら
書
く
八
一
物
語
に
還
元
で
き
な
い
亡
子
が
剰
余
と
し
て
テ
ク
ス
ト
か
ら
欠
落
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
風
間
の
テ
ク
ス
ト
群
か
ら
亡
子
へ
の
言
及
は
読
み
取
れ
な
い
。
こ
の
空
白
が
風
間
に
と
っ
て
何
な
の
か
、
そ
れ
は
つ
い
に
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
ま
で
、
一
九
〇
〇
年
前
後
に
地
方
で
｢
文
学｣
を
書
く
青
年
の
軌
跡
を
追
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
み
ら
れ
た
の
は
自
己
を
基
点
と
し
た
文
章
で
あ
り
、
生
活
の
中
で
和
歌
を
詠
む
よ
う
に
書
か
れ
た
。
そ
れ
ら
は
手
持
ち
の
旧
派
和
歌
の
方
法
を
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
援
用
し
、
乏
し
い
文
化
資
産
を
動
員
し
た
類
型
的
な
表
現
や
物
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
生
活
を
認
知
す
る
と
と
も
に
そ
こ
か
ら
の
離
脱
を
思
い
描
く
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。
投
稿
雑
誌
な
ど
で
投
稿
者
の
伝
記
的
事
実
ま
で
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
本
稿
の
試
み
は
資
料
が
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
面
が
大
き
い
。
し
か
し
、
個
と
し
て
の
書
き
手
に
迫
る
こ
と
は
、
彼
ら
を
面
と
し
て
と
ら
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
が
交
差
す
る
結
節
点
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
る
た
め
に
は
必
要
な
手
続
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
次
に
取
り
組
む
べ
き
は
、
回
覧
誌
に
集
ま
る
人
々
の
交
錯
が
い
か
な
る
文
章
や
行
動
、
そ
し
て
そ
の
後
の
地
域
社
会
の
あ
り
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
注
(
１)
北
川
扶
生
子
『
漱
石
の
文
法』
、
水
声
社
、
二
〇
一
二
年
(
２)
｢
作
文
会｣
｢
文
学
攻
究
会｣
『
愛
菫
遺
稿』
に
つ
い
て
は
す
で
に
以
下
の
論
考
、
翻
刻
を
発
表
し
た
。
木
戸
雄
一
｢
明
治
期
地
方
文
学
資
料
の
翻
刻
と
解
題
(
一)
―
福
島
県
喜
多
方
市
｢
文
学
攻
究
会｣
資
料
・『
愛
菫
遺
稿』
上
―｣
、『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―』
第
四
八
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
木
戸
｢
明
治
期
地
方
文
学
資
料
の
翻
刻
と
解
題
(
二)
―
福
島
県
喜
多
方
市
｢
文
学
攻
究
会｣
資
料
・『
愛
菫
遺
稿』
下
―｣
、『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―』
第
四
九
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
八
二
木
戸
｢
明
治
期
地
方
文
章
会
の
活
動
(
一)
―
福
島
県
喜
多
方
市
｢
作
文
会｣
｢
文
学
攻
究
会｣
概
要
―｣
、『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―』
第
五
一
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
(
３)
舩
城
俊
太
郎
｢
出
現
し
た
、
百
年
前
の
地
方
文
学
の
作
品
群
そ
の
経
緯
と
、
ま
ず
は
詩
文
集
『
兵
窓
漫
筆』
・
回
覧
雑
誌
『
深
山
の
花
臨
時
増
刊』
お
よ
び
『
愛
菫
遺
稿』
に
つ
い
て
｣
、『
人
文
科
学
研
究』
一
〇
八
輯
、
二
〇
〇
二
年
三
月
(
４)
木
戸
｢
明
治
期
地
方
文
学
資
料
の
翻
刻
と
解
題
(
一)
―
福
島
県
喜
多
方
市
｢
文
学
攻
究
会｣
資
料
・『
愛
菫
遺
稿』
上
―｣
(
５)
舩
城
前
掲
論
(
６)
舩
城
前
掲
論
よ
り
引
用
。
(
７)
松
澤
俊
二
｢｢
和
歌
革
新｣
前
後
―
題
詠
と
賀
歌
の
変
容｣
(『｢
よ
む｣
こ
と
の
近
代
和
歌
・
短
歌
の
政
治
学』
、
青
弓
社
、
二
〇
一
四
年)
は
、
新
題
の
各
句
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
和
歌
を
作
る
初
心
者
向
け
作
法
書
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
(
８)
鈴
木
健
一
｢
歌
題
の
近
世
的
展
開｣
、『
論
集
〈
題〉
の
和
歌
空
間』
、
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
年
(
９)
北
川
前
掲
書
は
、｢
美
文｣
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、｢
古
典
文
化
の
な
か
で
培
わ
れ
た
〈
連
想
の
体
系〉｣
が
保
持
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
｢
集
団
的
感
動
を
も
た
ら
す
声
の
力
や
型
の
力｣
を
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
(
10)
木
戸
｢
明
治
期
地
方
文
章
会
の
活
動
(
一)
福
島
県
喜
多
方
市
｢
作
文
会｣
｢
文
学
攻
究
会｣
概
要
｣
(
11)
舩
城
前
掲
論
生
き
な
が
ら
書
く
八
三
